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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はサイトカインファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質は、チロシン硫酸化部位、3つの潜在的N-ミリストイル化部位、複数の推定リン酸化部位、およびRGD細胞接着配列を含みます。このタンパク質の発現は、マイトジェンによるT細胞の活性化、またはIL-2によるNK細胞の活性化後に増加します。このタンパク質は、マクロファージ細胞からのTNFαの産生を誘導します。異なるアイソフォームをコードする代替転写スプライスバリアントが特徴付けられています。[RefSeq提供、2008年7月],注意：ここに示す配列は、Ensembl自動解析パイプラインから得られたものであり、予備データとして考慮する必要があります。,機能：自然免疫および獲得免疫応答において役割を果たす可能性のあるサイトカイン。TNFA/TNF-αやIL-8など、様々なサイトカインを誘導します。 NF-κBおよびp38 MAPKといった典型的なサイトカインシグナル経路を活性化する。,誘導：マイトジェンによるT細胞の活性化、またはIL-2によるNK細胞の活性化後に発現が増加する。,組織特異性：リンパ球に選択的に発現する。免疫細胞では非免疫細胞よりも発現が顕著である。,
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	パラフィン包埋ヒト肺癌組織における IL-32 抗体の免疫組織化学分析。
	

	IL-32 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	IL-32ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

